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(57)【要約】
【課題】昇圧ユニットを含む、出力抑制が良好に行える
発電システムと、そのような発電システムを提供する。
【解決手段】発電システムは、直流発電装置の出力を昇
圧する昇圧ユニットと、昇圧ユニットの出力が接続箱を
介して入力されるパワーコンディショナとを含み、パワ
ーコンディショナは、出力抑制制御の開始時に、出力抑
制開始通知を昇圧ユニットに送信し、出力抑制制御の実
行中に、電力変換部の出力電力を減少させているか増加
させているかを示す制御方向通知の昇圧ユニットへの送
信を繰り返す制御部を備え、昇圧ユニットは、出力抑制
開始通知を受信したときに、昇圧制御を中止して、パワ
ーコンディショナから送信されてくる制御方向通知に応
じた方向に昇圧部の昇圧比を変更する第２制御を開始す
る昇圧制御部を備える。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　直流発電装置の出力を昇圧する昇圧ユニットと、前記昇圧ユニットの出力が接続箱を介
して入力されるパワーコンディショナとを含む発電システムにおいて、
　前記パワーコンディショナは、
　前記接続箱を介して入力される直流電圧を系統に供給可能な交流電圧に変換するための
電力変換部と、
　前記電力変換部の出力電力が最大電力となるように前記電力変換部を制御する通常制御
と前記電力変換部の出力電力が目標電力となるように前記電力変換部を制御する出力抑制
制御とを実行可能な制御部であって、前記出力抑制制御の開始時に、出力抑制開始通知を
前記昇圧ユニットに送信し、前記出力抑制制御の実行中に、前記電力変換部の出力電力を
減少させているか増加させているかを示す制御方向通知の前記昇圧ユニットへの送信を繰
り返す制御部と、
　を備え、
　前記昇圧ユニットは、
　前記直流発電装置の出力を昇圧するための昇圧部と、
　前記直流発電装置から最大電力が取り出されるように前記昇圧部を制御する昇圧制御を
実行可能な昇圧制御部であって、前記出力抑制開始通知を受信したときに、前記昇圧制御
を中止して、前記パワーコンディショナから送信されてくる前記制御方向通知に応じた方
向に前記昇圧部の昇圧比を変更する第２制御を開始する昇圧制御部と、
　を備える、
　ことを特徴とする発電システム。
【請求項２】
　前記制御部は、
　前記出力抑制制御の終了時に、出力抑制終了通知を前記昇圧ユニットに送信し、
　前記昇圧制御部は、
　前記出力抑制開始通知を受信したときに、前記昇圧部の昇圧比を記憶し、
　前記出力抑制終了通知を受信したときに、前記昇圧部の昇圧比を前記出力抑制開始通知
の受信時に記憶した前記昇圧比に調整する昇圧比調整処理を行ってから、前記昇圧制御を
開始する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の発電システム。
【請求項３】
　前記制御部は、
　前記出力抑制制御の開始時に、前記電力変換部の入力電圧を記憶し、
　前記出力抑制制御の終了時に、前記電圧変換部の入力電圧を前記出力抑制制御の開始時
に記憶した前記入力電圧に調整する動作点調整処理を行ってから、前記通常制御を開始す
る、
　ことを特徴とする請求項２に記載の発電システム。
【請求項４】
　前記制御部は、前記動作点調整処理の完了時に、所定の調整完了通知を前記昇圧ユニッ
トに送信し、
　前記昇圧制御部は、前記昇圧比調整処理の完了後、且つ、前記調整完了通知の受信後に
、前記昇圧制御を開始する、
　ことを特徴とする請求項３に記載の発電システム。
【請求項５】
　直流発電装置の出力を昇圧するための昇圧部と、
　前記直流発電装置から最大電力が取り出されるように前記昇圧部を制御する昇圧制御を
実行可能な昇圧制御部と、
　を備え、
　前記昇圧制御部は、外部装置から所定の出力抑制開始通知を受信したときに、前記昇圧
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制御を中止して、前記外部装置から指示された方向に前記昇圧部の昇圧比を変更する第２
制御を開始する、
　ことを特徴とする昇圧ユニット。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、発電システムと昇圧ユニットとに関する。
【背景技術】
【０００２】
　複数の太陽電池（太陽電池ストリング；以下、ＰＶと表記する）の出力を接続箱で並列
接続してパワーコンディショナ（以下、ＰＣＳと表記する）に供給することが行われてい
るが、定格出力電圧が揃っていない複数のＰＶを接続箱で並列接続したのでは、各ＰＶか
ら最大電力を取り出すことができない。そのため、複数のＰＶの定格出力電圧が揃ってい
ない場合には、低定格出力電圧のＰＶと接続箱との間に昇圧ユニットを挿入することが行
われている。
【０００３】
　昇圧ユニットは、接続されているＰＶの出力電圧を、当該ＰＶから最大電力を取り出せ
る電圧に自動調整するＭＰＰＴ（Maximum Power Point Tracking）機能を有している（例
えば、特許文献１参照）。そのため、昇圧ユニットを用いて、例えば図１に示した構成の
太陽光発電システムを構築した場合には、昇圧ユニットの入力電圧（ＰＶ＃２の出力電圧
）が、ＰＶ＃２から最大電力を取り出せる電圧に制御される。そして、昇圧ユニットの出
力とＰＶ＃１の出力とが接続箱内で並列接続されており、ＰＶ＃１及びＰＶ＃２と昇圧ユ
ニットと接続箱とからなる発電部の出力電圧は、ＰＣＳのＭＰＰＴ機能により最大電力が
取り出せる電圧に制御される。従って、この太陽光発電システムでは、図２に模式的に示
したように、昇圧ユニットにより、ＰＶ＃２の出力電圧が、昇圧比Ｖｍ１／Ｖｍ２で昇圧
される。そして、その結果として、ＰＶ＃１、ＰＶ＃２の双方から最大電力を取り出せる
状態が形成されることになる。なお、Ｖｍ１、Ｖｍ２とは、それぞれ、ＰＶ＃１、ＰＶ＃
２の最大出力動作電圧のことである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１４－１０７０５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記したように、昇圧ユニットを用いれば、出力電圧が揃っていない複数のＰＶのそれ
ぞれから最大電力を取り出すことが可能となる。ただし、既存の昇圧ユニットと出力抑制
機能を有するＰＣＳとにより太陽光発電システムを構築すると、出力抑制時（出力制御時
、電力上昇抑制時、温度上昇抑制時）に、出力電力が目標値まで低下しないという問題が
生じ得る。
【０００６】
　具体的には、出力抑制時には、『出力電力が目標値と一致するまで動作点電圧を上昇さ
せる』という制御が行われる。ここで、図１に示した構成の太陽光発電システムのＰＣＳ
内の制御部が、目標値として、その時点においてＰＶ＃２から取り出せる最大電力未満の
値が与えられて、上記制御を開始した場合を考える。この場合、図３に模式的に示したよ
うに、動作点電圧をＶａまで上昇させることにより、ＰＶ＃１から取り出される電力がＰ
１からＰ２まで減少する。
【０００７】
　ただし、昇圧ユニット内の制御部がＭＰＰＴ制御を継続しているため、昇圧ユニットに
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より、ＰＶ＃２の最大出力動作電圧Ｖｍ２が動作点電圧と一致するまでＰＶ＃２の出力電
圧が昇圧される。そのため、動作点電圧をＶａまで上昇させても、ＰＶ＃２からは、動作
点電圧の上昇前と同じ電力Ｐ３が取り出される。そして、動作点電圧をさらに上昇させて
も、ＰＶ＃２からの電力がＰ３に維持されるため、既存の昇圧ユニットと出力抑制機能を
有するＰＣＳとにより太陽光発電システムを構築すると、出力抑制時に、出力電力が目標
値まで低下しないといった問題が生じ得るのである。
【０００８】
　本発明は、かかる従来の問題点に鑑みなされたものであり、昇圧ユニットを含む、出力
抑制が良好に行える発電システムと、そのような発電システムを構築できる昇圧ユニット
を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するために、本発明の、直流発電装置の出力を昇圧する昇圧ユニットと
、前記昇圧ユニットの出力が接続箱を介して入力されるパワーコンディショナとを含む発
電システムのパワーコンディショナは、前記接続箱を介して入力される直流電圧を系統に
供給可能な交流電圧に変換するための電力変換部と、前記電力変換部の出力電力が最大電
力となるように前記電力変換部を制御する通常制御と前記電力変換部の出力電力が目標電
力となるように前記電力変換部を制御する出力抑制制御とを実行可能な制御部であって、
前記出力抑制制御の開始時に、出力抑制開始通知を前記昇圧ユニットに送信し、前記出力
抑制制御の実行中に、前記電力変換部の出力電力を減少させているか増加させているかを
示す制御方向通知の前記昇圧ユニットへの送信を繰り返す制御部と、を備える。そして、
本発明の発電システムの昇圧ユニットは、前記直流発電装置の出力を昇圧するための昇圧
部と、前記直流発電装置から最大電力が取り出されるように前記昇圧部を制御する昇圧制
御を実行可能な昇圧制御部であって、前記出力抑制開始通知を受信したときに、前記昇圧
制御を中止して、前記パワーコンディショナから送信されてくる前記制御方向通知に応じ
た方向に前記昇圧部の昇圧比を変更する第２制御を開始する昇圧制御部と、を備える。
【００１０】
　すなわち、本発明の発電システムのパワーコンディショナ内の制御部は、出力抑制制御
の開始時に、出力抑制開始通知を昇圧ユニットに送信し、出力抑制制御の実行中に、電力
変換部の出力電力を減少させているか増加させているかを示す制御方向通知の昇圧ユニッ
トへの送信を繰り返す機能を有している。そして、本発明の発電システムの昇圧ユニット
の昇圧制御部は、出力抑制開始通知を受信したときに、昇圧制御を中止して、パワーコン
ディショナから送信されてくる制御方向通知に応じた方向に昇圧部の昇圧比を変更する第
２制御を開始する機能を有している。従って、本発明の発電システムによれば、出力抑制
が、良好に（出力電力が目標値まで低下しないといった問題が生じない形で）行えること
になる。
【００１１】
　本発明の発電システムに、『前記制御部は、前記出力抑制制御の終了時に、出力抑制終
了通知を前記昇圧ユニットに送信し、前記昇圧制御部は、前記出力抑制開始通知を受信し
たときに、前記昇圧部の昇圧比を記憶し、前記出力抑制終了通知を受信したときに、前記
昇圧部の昇圧比を前記出力抑制開始通知の受信時に記憶した前記昇圧比に調整する昇圧比
調整処理を行ってから、前記昇圧制御を開始する』構成を採用しておいてもよい。この構
成を採用する場合には、さらに、『前記制御部は、前記出力抑制制御の開始時に、前記電
力変換部の入力電圧を記憶し、前記出力抑制制御の終了時に、前記電圧変換部の入力電圧
を前記出力抑制制御の開始時に記憶した前記入力電圧に調整する動作点調整処理を行って
から、前記通常制御を開始する』構成を採用しておいてもよい。
【００１２】
　本発明の発電システムに、動作点調整処理を行うタイプの制御部を採用する場合には、
さらに、『前記制御部は、前記動作点調整処理の完了時に、所定の調整完了通知を前記昇
圧ユニットに送信し、前記昇圧制御部は、前記昇圧比調整処理の完了後、且つ、前記調整
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完了通知の受信後に、前記昇圧制御を開始する』構成を採用してもよい。
【００１３】
　また、本発明の昇圧ユニットは、直流発電装置の出力を昇圧するための昇圧部と、前記
直流発電装置から最大電力が取り出されるように前記昇圧部を制御する昇圧制御を実行可
能な昇圧制御部と、を備える。そして、本発明の昇圧ユニットの昇圧制御部は、外部装置
から所定の出力抑制開始通知を受信したときに、前記昇圧制御を中止して、前記外部装置
から指示された方向に前記昇圧部の昇圧比を変更する第２制御を開始する。従って、本発
明の昇圧ユニットを用いれば、上記した本発明の発電システムを構築することができる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、昇圧ユニットを含む、出力抑制が良好に行える発電システムと、その
ような発電システムを構築できる昇圧ユニットを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】図１は、昇圧ユニットが用いられた太陽光発電システムの概略構成図である。
【図２】図２は、昇圧ユニットの機能を説明するためのＰＶ特性図である。
【図３】図３は、昇圧ユニットが用いられた太陽光発電システムで出力抑制時に生じ得る
問題の説明図である。
【図４】図４は、本発明の一実施形態に係る発電システムの概略構成及び使用形態の説明
図である。
【図５】図５は、本発明の一実施形態に係るパワーコンディショナの制御部の機能を説明
するための状態遷移図である。
【図６】図６は、本発明の一実施形態に係る昇圧ユニットの制御部の機能を説明するため
の状態遷移図である。
【図７】図７は、実施形態に係る発電システムの出力抑制時の動作を説明するためのＰＶ
特性図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
  以下、本発明の実施の形態を、図面を参照して説明する。なお、以下で説明する実施形
態の構成は例示であり、本発明は実施形態の構成に限定されない。
【００１７】
　図４に、本発明の一実施形態に係る発電システムの構成及び使用形態を示す。
【００１８】
　図示してあるように、本実施形態に係る発電システムは、パワーコンディショナ（以下
、ＰＣＳと表記する）１０と発電部２０とを備える。
【００１９】
　発電部２０は、ＰＶ（太陽電池、太陽電池ストリング）＃１と、ＰＶ＃１よりも定格出
力電圧が低いＰＶ＃２と、ＰＶ＃２の出力電圧を昇圧する昇圧ユニット２１と、接続箱３
５とを組み合わせたユニットである。なお、発電部２０は、出力電圧の昇圧が不要なｎ（
≧１）個のＰＶと、出力電圧の昇圧が必要なｍ（≧１）個のＰＶと、それらｍ個のＰＶの
それぞれについて設けられた昇圧ユニット２１と、出力電圧の昇圧が不要なｎ個のＰＶの
出力とｍ個の昇圧ユニット２１の出力とを並列接続する接続箱２５とを含むものであれば
、具体的な構成が図４に示したものとは異なっていてもよい。また、発電部２０は、接続
箱２５内にｍ個の昇圧ユニット２１が内蔵されたものであってもよい。
【００２０】
　昇圧ユニット２１は、接続されているＰＶ（図では、ＰＶ＃２）の出力電圧を昇圧する
ためのユニットである。昇圧ユニット２１は、ＤＣ／ＤＣコンバータ（“Ｄ／Ｄ”）２２
と制御部２３とにより構成されており、昇圧ユニット２１内には、ＤＣ／ＤＣコンバータ
２２の入力電圧、入力電流等を測定するための各種センサ（図示略）が設けられている。
【００２１】
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　ＤＣ／ＤＣコンバータ２２は、昇圧チョッパ回路等の、１つ以上の半導体スイッチのＯ
Ｎ／ＯＦＦにより入力電圧を昇圧する回路である。制御部２３は、基本的には、各種セン
サの出力に基づき、接続されているＰＶ（図では、ＰＶ＃２）から最大電力が取り出され
るようにＤＣ／ＤＣコンバータ２２を制御するＭＰＰＴ制御（以下、通常昇圧制御とも表
記する）を行うユニットである。この制御部２３は、プロセッサ（ＣＰＵ、マイクロコン
トローラ）、ゲートドライバ、通信線２８を介してパワーコンディショナ１０内の制御部
１３との間で通信を行うための通信インターフェース回路等から構成されている。
【００２２】
　ＰＣＳ１０は、発電部２０からの直流電力を交流電力に変換して系統４０に供給するた
めの装置である。ＰＣＳ１０は、ＤＣ／ＤＣコンバータ（“Ｄ／Ｄ”）１１とＤＣ／ＡＣ
インバータ（“ＩＮＶ”）１２と制御部１３とにより構成されており、ＰＣＳ１０内には
、各所の電圧、電流を測定するための各種センサ（図示略）が設けられている。
【００２３】
　ＤＣ／ＤＣコンバータ１１は、昇圧チョッパ回路等の、１つ以上の半導体スイッチのＯ
Ｎ／ＯＦＦにより入力電圧を昇圧する回路である。ＤＣ／ＡＣインバータ１２は、フルブ
リッジインバータ回路等の、複数の半導体スイッチのＯＮ／ＯＦＦにより、直流電圧を交
流電圧に変換する回路である。このＤＣ／ＡＣインバータ１２は、単相交流、３相交流の
いずれを出力する回路であってもよい。
【００２４】
　制御部１３は、プロセッサ（ＣＰＵ、マイクロコントローラ）、ゲートドライバ、通信
線２８を介して昇圧ユニット２１内の制御部２３との間で通信を行うための通信インター
フェース回路等から構成されたユニットである。この制御部１３は、通常制御と、出力抑
制制御とを行えるように、構成（プログラミング）されている。ここで、通常制御とは、
系統４０に供給可能な交流が出力されるようにＤＣ／ＡＣインバータ１２を運転（制御）
しながら、ＤＣ／ＡＣインバータ１２からの出力電力が最大電力となるように、ＤＣ／Ｄ
Ｃコンバータ１１を運転する制御のことである。また、出力抑制制御とは、交流が出力さ
れるようにＤＣ／ＡＣインバータ１２を運転しながら、ＤＣ／ＡＣインバータ１２からの
出力電力が、目標電力以下となるように、ＤＣ／ＤＣコンバータ１１を運転する制御のこ
とである。制御部１３は、この出力抑制制御を、電力会社から出力抑制（出力制御）が指
示された場合と、ＰＣＳ１０内の温度が過度に上昇した場合と、ＰＣＳ１０の出力電圧が
過度に上昇した場合とに行う。
【００２５】
　以下、本実施形態にかかる発電システムの機能を具体的に説明する。
【００２６】
　本実施形態にかかる発電システムは、出力抑制時に上記した問題が生じないようにする
ために、ＰＣＳ１０の制御部１３及び昇圧ユニット２１の制御部２３に特殊な機能を付与
したシステムである。
【００２７】
　まず、ＰＣＳ１０の制御部１３に付与されている機能を説明する。
【００２８】
　図５に、制御部１３の状態遷移図を示す。図示してあるように、制御部１３は、“通常
制御中”状態と“抑制中”状態と“動作点電圧調整中”状態との間を移行するように構成
（プログラミング）されている。
【００２９】
　“通常制御中”状態は、制御部１３が、上記した通常制御を行いながら、出力抑制が必
要となる（現在日時が出力抑制期間の始期となる）ことを監視している状態である。
【００３０】
　この状態にある制御部１３は、図示してあるように、出力抑制が必要ではない（“抑制
不要”）と判定する度に、所定の第１通知を昇圧ユニット２１へ送信する。そして、制御
部１３は、出力抑制が必要である（“抑制要”）と判定した場合には、その時点における
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動作点電圧（ＤＣ／ＤＣコンバータ１１の入力電圧；以下、抑制開始時電圧と表記する）
を内部に記憶してから、“抑制中”状態に移行する。
【００３１】
　“抑制中”状態に移行した制御部１３は、出力抑制が不要となる（現在日時が出力抑制
期間の終期となる；“抑制不要”）まで、以下のように動作する。
【００３２】
　目標電力が、ＤＣ／ＡＣインバータ１２の出力電力以下である場合には、制御部１３は
、“出力電力減少指令中”状態で動作して、ＤＣ／ＤＣコンバータ１１の入力電圧を増加
させるための入力電圧増加制御と所定の第２通知を昇圧ユニット２１に送信する処理とを
行う。そして、制御部１３は、目標電力が出力電力を超えた場合には、ＤＣ／ＤＣコンバ
ータ１１の入力電圧を減少させるための入力電圧減少制御と所定の第３通知を昇圧ユニッ
ト２１に送信する処理とを行ってから、“出力電力増加指令中”状態に移行する。なお、
入力電圧増加制御は、入力電圧が所定電圧だけ増加するようにＤＣ／ＤＣコンバータ１１
の昇圧比（又はデューティ）を変更する制御であっても、入力電圧が増加する方向にＤＣ
／ＤＣコンバータ１１の昇圧比（又はデューティ）を所定量だけ変更する制御であっても
よい。同様に、入力電圧減少制御も、入力電圧が所定電圧だけ減少するようにＤＣ／ＤＣ
コンバータ１１の昇圧比（又はデューティ）を変更する制御であっても、入力電圧が減少
する方向にＤＣ／ＤＣコンバータ１１の昇圧比（又はデューティ）を所定量だけ変更する
制御であってもよい。
【００３３】
　“出力電力減少指令中”状態に移行した制御部１３は、目標電力が出力電力を超えてい
る場合には、入力電圧減少制御と第３通知を昇圧ユニット２１に送信する処理とを行う。
そして、制御部１３は、目標電力が出力電力以下となった場合には、入力電圧増加制御と
第２通知を昇圧ユニット２１に送信する処理とを行ってから、出力電力減少指令中状態に
移行する。
【００３４】
　“出力電力増加指令中”状態又は“出力電力減少指令中”状態で動作している制御部１
３は、出力抑制が不要となった（“抑制不要”）場合には、所定の第４通知を昇圧ユニッ
ト２１に送信してから、“動作点電圧調整中”状態に移行する。
【００３５】
　“動作点電圧調整中”状態に移行した制御部１３は、動作点電圧調整処理と入力電圧監
視処理とを開始する。ここで、動作点電圧調整処理とは、ＤＣ／ＤＣコンバータ１１の入
力電圧が、抑制開始時電圧（出力抑制が必要であると判定したときに記憶した動作点電圧
）となるようにＤＣ／ＤＣコンバータ１１を運転（制御）しながら、系統４０に供給可能
な交流が出力されるようにＤＣ／ＡＣインバータ１２を運転する処理のことである。また
、入力電圧監視処理とは、ＤＣ／ＤＣコンバータ１１の入力電圧が抑制開始時電圧となっ
ているか否かを周期的に検出して、ＤＣ／ＤＣコンバータ１１の入力電圧が抑制開始時電
圧となっていないこと（“動作点電圧調整未完”）を検出する度に第４通知を昇圧ユニッ
ト２１に送信する処理のことである。
【００３６】
　そして、“動作点電圧調整中”状態にある制御部１３は、入力電圧監視処理によりＤＣ
／ＤＣコンバータ１１の入力電圧が抑制開始時電圧となったことが検出されたときに、第
１通知を送信することにより昇圧ユニット２１に動作点電圧調整処理の完了を通知してか
ら、“通常制御中”状態に移行する。
【００３７】
　次に、昇圧ユニット２１の制御部２３に付与されている機能を説明する。
【００３８】
　図６に、制御部２３の状態遷移図を示す。図示してあるように、制御部２３は、“通常
制御中”状態と“抑制中”状態と“昇圧比調整中”状態との間を移行するように、構成（
プログラミング）されている。
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【００３９】
　“通常制御中”状態は、制御部２３が、制御部１３から第２通知又は第３通知が送信さ
れてくるのを監視しながら、通常昇圧制御（ＤＣ／ＤＣコンバータ２２に対するＭＰＰＴ
制御）を行っている状態である。図示してあるように、この状態で動作している制御部２
３は、第２通知又は第３通知を受信した場合には、その時点における昇圧比（以下、抑制
開始時昇圧比と表記する）を内部に記憶してから、“抑制中”状態に移行する。
【００４０】
　そして、“抑制中”状態に移行した制御部１３は、第４通知を受信するまで、以下のよ
うに動作する。
【００４１】
　制御部２３は、第２通知を受信した場合には、“出力電力減少指令中”状態で動作して
、ＤＣ／ＤＣコンバータ２２の入力電圧を増加させるための入力電圧増加制御を行う。ま
た、制御部２３は、“出力電力減少指令中”状態で動作している間に、第３通知を受信し
た場合には、ＤＣ／ＤＣコンバータ２２の入力電圧を減少させるための入力電圧減少制御
を行ってから、“出力電力増加指令中”状態に移行する。なお、制御部２３が行う入力電
圧増加（減少）制御も、制御部１３が行う入力電圧増加（減少）制御と同様に、入力電圧
が所定電圧だけ増加（減少）するようにＤＣ／ＤＣコンバータ２２の昇圧比又はデューテ
ィを変更する制御であっても、入力電圧が増加（減少）する方向にＤＣ／ＤＣコンバータ
２２の昇圧比又はデューティを所定量だけ変更する制御であってもよい。
【００４２】
　“出力電力増加指令中”状態に移行した制御部２３は、第３通知を受信した場合には、
入力電圧減少制御を行い、第２通知を受信した場合には、入力電圧増加制御を行ってから
、“出力電力減少指令中”状態に移行する。
【００４３】
　“出力電力減少指令中”状態又は“出力電力増加指令中”状態にある制御部１３は、第
４通知を受信した場合には、“昇圧比調整中”状態に移行する。
【００４４】
　“昇圧比調整中”状態に移行した制御部２３は、ＤＣ／ＤＣコンバータ２２の昇圧比が
、抑制開始時昇圧比（第２又は第３通知受信時に記憶した昇圧比）となるようにＤＣ／Ｄ
Ｃコンバータ２２を制御する昇圧比調整処理を開始する。また、制御部２３は、制御部１
３から第１通知が受信されるのを監視する処理も開始する。そして、制御部２３は、昇圧
比調整処理が完了する前に第１通知を受信した場合には、昇圧比調整処理を続行し、昇圧
比調整処理の完了後に第１通知を受信したときに、“通常制御中”状態に移行する。
【００４５】
　以上の説明から明らかなように、本実施形態にかかる発電システムでは、出力抑制の開
始時に、ＰＣＳ１０の制御部１３から昇圧ユニット２１の制御部２３に第２通知が送信さ
れる。また、出力抑制中には、ＰＣＳ１０の制御部１３から昇圧ユニット２１の制御部２
３に、第２又は第３通知が送信されることにより、電力変換回路（ＤＣ／ＤＣコンバータ
１１及びＤＣ／ＡＣインバータ１２）の出力電力を増加させているか減少させているか（
電力変換回路の入力電力を減少させているか増加させているか）が通知される。
【００４６】
　そして、昇圧ユニット２１の制御部２３は、第２通知を受信した場合には、昇圧制御（
ＤＣ／ＤＣコンバータ２２に対するＭＰＰＴ制御）を中止して、その後に制御部１３から
送信されてくる第２又は第３通知に応じた方向にＤＣ／ＤＣコンバータ１１の昇圧比を変
更する。従って、本実施形態にかかる発電システムでは、図７に模式的に示したように、
出力抑制中、昇圧ユニット２１は、ＰＶ＃２の出力電圧を、ＰＶ＃２の最大出力動作電圧
Ｖｍ２が動作点電圧Ｖａ未満の電圧Ｖｂとなるように制御する。なお、図７には、Ｖｂ＜
Ｖｍ１（ＰＶ＃１の最大出力動作電圧）である場合のＰＶカーブを示してあるが、制御部
２３が行う入力電圧増加（減少）制御の内容は、通常、Ｖｂ≒Ｖｍ１となるように、定め
られる。
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【００４７】
　ＰＶ＃２の出力電圧（昇圧ユニット２１の昇圧比）が上記のように制御されるため、本
実施形態にかかる発電システムでは、図７に示してあるように、ＰＶ＃２から取り出され
る電力が、ＰＶ＃２から取り出せる最大電力Ｐ３（図３参照）よりも小さな電力Ｐ４とな
る。従って、本実施形態にかかる発電システムによれば、出力抑制が、良好に（出力電力
が目標値まで低下しないといった問題が生じない形で）行えることになる。
【００４８】
　《変形形態》
　上記した実施形態にかかる発電システムは、各種の変形を行えるものである。例えば、
制御部１３から、動作点電圧調整処理を行う機能を取り除いてもよく、制御部２３から、
昇圧比調整処理を行う機能を取り除いてもよい。制御部１３、制御部２３から、他の機能
を取り除いてもよいし、発電システムを、具体的な構成が上記したものとは異なるシステ
ム、例えば、ＰＶではない発電装置の出力が昇圧ユニット２１に供給されるシステムや、
制御部１３から制御部２３に各通知が無線送信されるシステムに変形してもよい。
【符号の説明】
【００４９】
　１０　パワーコンディショナ
　１１、２２　ＤＣ／ＤＣコンバータ
　１２　ＤＣ／ＡＣインバータ
　１３、２３　制御部
　２０　発電部
　２１　昇圧ユニット
　２８　通信線
　３５　接続箱
　４０　系統
【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図７】
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